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　目的　スーツやオーバー

衣服としてのオーバ― . n
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しi ）芯地接着後メ）保温性

　水上ひろ子

トの製作において、前て地が用いられるが、特に冬季の

トでは、体熱放散を遮断し、保温性の高いて地の方が望まし

　スーツのでとして接着芯の使用度が高いが、着装した際のい。近年のオーバー。　コート、スーツの心として接着心の使用度が高いが、着装した　際の

体感として接着芯を用いだ場合は、毛芯よ!、寒く感じると言われｔいる。今回は接着てと

毛芯地のもつ保温性について検討した。

　方法　オーバー・コート地としでモッサー２種と1) バー.yブA- ／種を用いヽ前芯地とし

て は接着芯２種( 基布･-fcま織物と不織布)と毛芯地を用いit。接着は、フラット式ヒa ージ

ｙダプレス機を使用し、接着温度/30 /幻度、加圧力ａ。2kg/oni^、加圧タイム／0　秒で接

着した。保温性測定は、恒温法でJ工Ｓ法にもとづいて標準状態下で行った。

　結果　芯地接着後および毛ぢすえを行った後の硬軟性は、モヴサ一種はむ地の種類によ

む
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差が比較的大きく、毛%;地の場合が柔らかい。.; バー.yブA- に対しては硬軟性の芯地の

がいによる差はモッサーよi> も小言い。保温性については、－J　のモッサーとリバージ

、'はて地による保温率の差は小さく、比較的うす手の■I*.／のモッサーは、。2種の接着芯

を

軟

や

匡

接

度

や

対

着した時よi) もヽ毛芯地をすた方の保温率が大きい。従って表地がやや薄い場合は

からくる体へのなじみと、保温率の結果からヽ毛芯地を用いた場合は、体

保

す

温率も高いので暖かいのでは々いかと思われる。しかし厚手に対しては

る保温率の差違は顕著ではがV->。
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